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平成２２年８月２７日 

 

報道機関各社 

                      国立大学法人電気通信大学 

 

燃料電池イノベーション研究センター開所式について 

 

電気通信大学（学長：梶谷誠）では、資源・エネルギーに乏しく、環境問題が迫る

我が国の社会的要請と背景に基づき、社会的最重要課題の一つである燃料電池次世代

技術開発とそれによる我が国の産業の活性化を今後の重要な使命と位置づけ、燃料電

池に関する教育研究および産学官連携の拠点として「燃料電池イノベーション研究セ

ンター」（センター長：岩澤康裕教授）を本年５月１日に設置しました。 

これを記念して、９月２日（木）１３時３０分から電気通信大学総合研究棟３階マ

ルチメディアホールにて開所式を開催します。当日は、文部科学省、経済産業省資源

エネルギー庁、ＮＥＤＯ（＊）から来賓を招き、祝辞をいただく予定となっています。 

また、式典に引き続き、ＮＥＤＯプロジェクトの紹介を予定しています。 

（＊）ＮＥＤＯ：独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 

燃料電池イノベーション研究センター 

ＮＥＤＯ「エネルギーイノベーションプログラム」の一環として実施される「固

体高分子形燃料電池実用化推進技術開発」事業（平成２２年度～２６年度）に採択

（研究代表：岩澤康裕教授）され、この事業を推進するための拠点として設置。 

大型放射光施設SPring-8に「電通大SPring-8分室」を置き、世界最先端の「先

端触媒構造反応リアルタイムＸＡＦＳ計測ビームライン」を新たに建設します。 

 

問い合わせ先 

 総務課☎０４２－４４３－５０１９（担当：井田、蔭山、黒川） 

 燃料電池イノベーションセンター☎０４２４－４３－５９２２（担当：山本） 
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電気通信大学「燃料電池イノベーション研究センター」詳細について 

 

燃料電池イノベーション研究センターは、世界最先端の時空間分解ＸＡＳＦ（ＸＡ

ＦＳ：Ｘ線吸収微細構造）計測技術を開発し、燃料電池自動車、定置コジェネレーシ

ョンシステム、可搬電源、情報機器用電源等として期待されている固体高分子燃料電

池の普及のための課題解決を目指します。 

その一環として、大型放射光施設SPring-8に、世界最先端の「先端触媒構造反応リ

アルタイムＸＡＦＳ計測ビームライン」（電通大SPring-8分室）を新たに建設します。 

 

BL36XU 先端触媒構造反応リアルタイム計測ビームライン
（電気通信大学）  

 
センタースタッフは、次のとおりです。 
岩澤 康裕 センター長、大学院情報理工学研究科・教授 

酒井 拓 学長特別補佐 

田中 勝己 大学院情報理工学研究科・教授 

林 茂雄 大学院情報理工学研究科・教授 

山本 貞明 特任教授 

宇留賀 朋哉 特任教授 

Samjeské Gabor Arwed 特任准教授 

永松 伸一 特任助教 

Liu Licheng 特任助教 

佐々木 岳彦 客員准教授（東京大学大学院新領域創成科学研究科・准教授） 

山本 孝 客員准教授（徳島大学大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部・准教授） 
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本センターは、大型放射光施設 Spring-8 に放射光を用いた世界最先端の「先端触媒構造反

応リアルタイムＸＡＦＳ計測ビームライン」を新たに建設し、①時間分解ＸＡＦＳ計測、②空

間分解ＸＡＦＳ計測、③深さ分解ＸＡＦＳ計測の３つの計測技術を世界に先駆けて開発します。 

これらを用いて燃料電池触媒の構造変化と電子状態変化、触媒の溶出・劣化現象、電極触媒

表面の電気化学反応機構、触媒表面とアイオノマーの結合様式、触媒毒の作用などの解明を行

って、高活性・高耐久性の固体高分子形燃料電池用触媒開発の具体的指針を提示することによ

り、次世代燃料電池自動車の普及・実現を図ることを目指します。 
 

○固体高分子燃料電池の実現・普及のための課題解決には明らかにしなければならないことが

ありましたが、従来技術では分かりませんでした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○物質透過力の強いＸ線を使うＸ線吸収微細構造（ＸＡＦＳ）計測を用いると、これらのこと

が分かることが、ＸＡＦＳ研究で世界をリードしてきた岩澤センター長等によって実験的に

示されました。ＸＡＦＳ計測により高活性・高耐久性固体高分子燃料電池開発指針が得られ

ること期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料電池車実現・普及に求められる課題

電極触媒表面の電気化学反応機構

陽極起電力の改善（Pt量低減に直結）触媒金属溶出による触媒劣化の防止

課題解決のために解明しなければならない問題

電池作動時の触媒種の構造・電子状態変化

溶解現象 劣化機構 触媒・アイオノマー結合など

課題解決が困難であった理由

実燃料電池系では、電極、高分子電解質
水分、炭素担体、反応ガスなどからなる
不均一混合分散系である

電子分光法、電子顕微鏡、走査プローブ顕微鏡、測定条件に制限のある
超高速レーザー分光法、熱分析振動分光（ラマン、赤外）、 などが使用できない！

（電子顕微鏡写真）

沢山の小さな粒子が
炭素担体上のPt触媒

（模式図）

（不均質で複雑な反応場の陽極触媒）

炭素担体（黒色部分）
Ｐｔ触媒

触媒種の分散・空間分布

燃料電池開発指針に関するこれまで分からなかった時間変化、空間情報を提供

触媒構造・電子状態変化 触媒表面の化学反応機構 触媒毒の作用

陽極触媒の溶解機構 MEA内での活性触媒粒子の分散・空間分布

XAFS計測技術の特長XAFS計測技術の特長

空間的に不均質で複雑な燃料電池の動作下の現象を計測することが出来る！

高活性・高耐久性燃料電池の開発指針の提示
＊触媒高性能化、＊触媒劣化抑制、＊有効触媒量向上

物質透過力の強いX線を使うので、

（１）試料の形態、種類にほとんど影響されない、（２）測定雰囲気に制限がない

（３）複数の元素が混じっていても測定に支障が無い

時空間分解ＸＡＦＳ計測法（時間と空間の分解能を持ったXAFS計測）
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○時間分解XAFS計測法で分かること 

電圧を変化させた時の電極触媒表面反応
のリアルタイム計測

触媒の性能や溶出劣化に関係する白金ナノ粒子の構造、酸素との
結合状態、及び白金価数の時間変化が明らかになる

→表面反応メカニズムの解明
→ 溶出・劣化メカニズムの解明

→高活性・高耐久性をもつ触媒設計指針の提示

白金粒子

燃料電池

H+

膜電解質膜電解質

H2

H+

電子 H+

膜電解質膜電解質膜電解質膜電解質

H2

H+

電子

電子電子

O2O2

H
+

H2O
水素
（H2）

空気
（O2)

発電

陰極 陽極

入射X線 透過Ｘ線
Ｘ線検出器Ｘ線検出器

Ｘ線

Ｐｔ触媒変化

発電前 発電後

発電に伴って時々刻々変化する触媒金属
の構造形態情報が得られる

 

 
○空間分解XAFS計測で分かること 

試料

蛍光X線
検出器

X

Z
X線集光ミラー

試料位置調整
ステージ

試料

蛍光X線
検出器

X

Z
X線集光ミラー

試料位置調整
ステージ

（走査型顕微XAFS計測法）

・活性、不活性な触媒粒子の分散性・空間分布が分る

→ 不活性Ptナノ粒子の少ない高効率触媒の設計指針を得る
→ Ptの低減のための情報を提供

不均質で複雑な反応場の陽極触媒

白金触媒白金触媒

Ｘ線

場所を変えてX線を入射
空間分解=800 nm
(装置分解性能：200 nm）

Ｘ線

Ｘ線

１

２

３

透過

透過

透過

蛍光

蛍光

蛍光

炭素担体（黒色部分）上にPtナノ粒子が担持

 

 
○深さ分解ＸＡＦＳ計測で分かること 

試料

X

Z
X線集光ミラー

試料位置調整
ステージ

試料

X

Z
X線集光ミラー

試料位置調整
ステージ

不均質で複雑な反応場の陽極触媒

白金触媒

様々な深さからの情報
深さ分解：1-10 m (モデル表面： 3 nm）

Ｘ線

炭素担体（黒色部分）上
にPtナノ粒子が担持

2次元
検出器

（斜出射角度分解蛍光ＸＡＦＳ法）

・陽極・電解質・陰極各層の金属種の局所配位構造・電子状態が分る
・陽極触媒金属種が電解質層へ溶出する様子が分る

陰極 電解質層 陽極

→ 溶出・劣化の生じる触媒構造・場所の特定・劣化メカニズム解明

→ 溶出・劣化防止策の提示  
 


